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(57)【要約】
【課題】  体調に異常が発生した場合に，即時に好適な
処置を施すことが可能な新規かつ改良された血圧計を使
用した自動救急通知システム等を提供する。
【解決手段】  身体に装着した血圧計は，所定周期で血
圧値及び脈拍数を測定し，かつ前記測定値が予め設定さ
れた基準値と比較して異常であると判断した場合に救急
無線信号を自動的に発信し，電話回線に接続された受信
装置は，前記救急無線信号を受信した場合に，予め設定
された緊急連絡先の電話番号を自動的にダイアルして緊
急事態を通知することを特徴とする血圧計を利用した自
動救急通知システム。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  身体に装着した血圧計は，所定周期で血
圧値及び脈拍数を測定し，かつ前記測定した血圧値及び
脈拍数に関するデータを電話回線に接続された受信装置
に送信し，前記受信装置は，予め設定された電話番号に
ダイアリングして，前記血圧値及び脈拍数に関するデー
タを医療機関の端末装置に送信し，前記端末装置は，前
記送信されたデータを外部から検索可能にデータベース
に格納する，ことを特徴とする血圧計を利用した健康モ
ニタリングシステム。
【請求項２】  身体に装着した血圧計は，所定周期で血
圧値及び脈拍数を測定し，かつ前記測定値が予め設定さ
れた基準値と比較して異常であると判断した場合に救急
無線信号を自動的に発信し，電話回線に接続された受信
装置は，前記救急無線信号を受信した場合に，予め設定
された緊急連絡先の電話番号を自動的にダイアルして緊
急事態を通知する，ことを特徴とする血圧計を利用した
自動救急通知システム。
【請求項３】  前記血圧計は，前記救急無線信号と共
に，使用者を識別するための固有信号を送信し，前記受
信装置は，前記送信された固有信号が予め設定された固
有信号と同一であると判断した場合にのみ前記電話番号
をダイアルする，ことを特徴とする請求項２に記載の自
動救急通知システム。
【請求項４】  前記血圧計は，前記受信装置を介して，
所定周期で測定された血圧値及び脈拍数に関するデータ
を，データベースを有する端末装置に送信し，前記端末
装置は，前記送信されたデータを，外部から検索可能に
前記データベースに格納する，ことを特徴とする請求項
２及び３に記載の自動救急通知システム。
【請求項５】  前記端末装置は，地理情報システムを利
用して使用者の居住位置を把握可能である，ことを特徴
とする請求項２，３あるいは４項のうちいずれか１項に
記載の自動救急通知システム。
【請求項６】  身体に装着して血圧値及び脈拍数を所定
周期で測定する測定手段と，前記測定手段が一定周期で
検出した血圧値及び脈拍数を格納するメモリと，前記血
圧値及び脈拍数の基準値を入力するための入力手段と，
前記測定された血圧値あるいは脈拍数を，前記各基準値
と比較する比較手段と，前記比較結果が異常であると判
断した場合に，自動的に救急無線信号を発生する救急無
線信号発生手段と，を有することを特徴とする血圧計。
【請求項７】  前記メモリに格納された血圧値及び脈拍
数の測定データは，外部の要求に応じてあるいは所定周
期で，他の装置に対して送信可能である，ことを特徴と
する請求項６項に記載の血圧計。
【請求項８】  前記血圧計は，前記救急無線信号と共
に，使用者を識別するための固有信号を送信する，こと
を特徴とする請求項６又は７項に記載の血圧計。
【請求項９】  血圧計から送信された救急無線信号を受*

2
*信するためのアンテナと，緊急連絡先の電話番号を格納
するためのメモリと，前記救急無線信号を受信した場合
に，前記メモリに格納された電話番号に自動的にダイア
リングするダイアリング手段と，を有することを特徴と
する受信装置。
【請求項１０】  前記受信装置は，前記血圧計から救急
無線信号と共に送信された固有信号を受信して，予め設
定された固有番号と一致するか否かを判断すると共に，
前記ダイアリング手段は，前記固有番号が一致する場合
にのみ前記電話番号にダイアリングする，を有すること
を特徴とする請求項９に記載の受信装置。
【請求項１１】  前記受信装置は，さらに，予め録音さ
れた音声を前記電話番号の接続先に通知する通知手段を
有する，ことを特徴とする請求項９または１０に記載の
受信装置。
【請求項１２】  前記受信装置は，前記救急無線信号を
受信した場合に警告を発生する警告発生手段を有する，
ことを特徴とする請求項９，１０あるいは１１項のうち
いずれか１項に記載の受信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は，血圧計を利用した
健康モニタリングシステム，血圧計を利用した自動救急
通知システム，血圧計，受信装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年における医療科学の発展と生活水準
の向上により個人の健康に対する関心が高まっている。
また，急速な社会発展と共に多様な環境的な要因や食生
活の変化等により疾病の発生頻度が高くなってきてお
り，健康に脅威に感じる患者が増えている。このような
疾病患者を２４時間連続的に管理し健康をチェックする
には，まだ医療人口の数が不足しているのが現状であ
る。したがって，このような時代的な状況を反映するよ
うな医療施設の増大と一般家庭でも簡単に使用できる医
療補助機器が盛んに研究開発されている。
【０００３】一方では，足りない医療従事者の手間を省
略するシステムも研究されているが，現在開発販売され
ている医療補助機器の大部分は単純機能しか有しない。
例えば現在市販中の血圧計は単に使用者の手動操作によ
り血圧値や脈拍を測定して表示する程度のレベルであ
る。
【０００４】しかし，このような単純な機能だけでは，
実際に使用者の健康が悪化して危険な状態に達した場合
に，使用者の近くに保護者がいない場合には何ら措置を
取ることができず，生命の危険を感じ，最悪の場合には
尊い命を落とすこともありうる。
【０００５】また，総合病院や医療センタのように，一
日に非常に多くの患者を扱う現状では，医療従事者の数
は不足する一方であり，２４時間連続的に患者の健康を
モニタリング管理するには余裕がない。さらに，病院や
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医療センタで設置されている呼び出し装置は，保護者ま
たは患者自らが直接ボタンを押す形式であったり，電話
で呼び出す形式となっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら，上記の
ような方法では，病室の患者や在宅患者が，看病人なし
に一人で居る場合には，緊急事態が発生しても呼び出し
や電話が出来ずに，命が危険な状態になる状況が発生す
るという問題がある。さらに，このような事態をタイミ
ング良く正確に把握できない場合には，命を落とすこと
もありうる。このように，従来における開発された医療
補助システムは，依然として自動化の段階に至っておら
ず，不足する医療従事者の手に委ねられるという問題が
ある。
【０００７】したがって，本発明の目的は，体調に異常
が発生した場合に，即時に好適な処置を施すことが可能
な新規かつ改良された血圧計を利用した健康モニタリン
グシステム，血圧計を利用した自動救急通知システム，
血圧計，受信装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するた
め，本発明の第１の観点においては，身体に装着した血
圧計は，所定周期で血圧値及び脈拍数を測定し，かつ前
記測定した血圧値及び脈拍数に関するデータを電話回線
に接続された受信装置に送信し，前記受信装置は，予め
設定された電話番号にダイアリングして，前記血圧値及
び脈拍数に関するデータを医療機関のデータベースを有
する端末装置に送信し，前記端末装置は，前記送信され
たデータを外部から検索可能に前記データベースに格納
する，ことを特徴とする血圧計を利用した健康モニタリ
ングシステムが提供される。
【０００９】上記記載の発明では，例えば医療機関から
遠隔の地に居住している場合であっても，２４時間継続
的に使用者の健康状態がモニタリングされるので，使用
者は健康を維持することができる。
【００１０】上記課題を解決するため，本発明の第２の
観点においては，身体に装着した血圧計は，所定周期で
血圧値及び脈拍数を測定し，かつ前記測定値が予め設定
された基準値と比較して異常であると判断した場合に救
急無線信号を自動的に発信し，電話回線に接続された受
信装置は，前記救急無線信号を受信した場合に，予め設
定された緊急連絡先の電話番号を自動的にダイアルして
緊急事態を通知する，ことを特徴とする血圧計を利用し
た自動救急通知システムが提供される。
【００１１】上記記載の発明では，使用者の血圧値及び
脈拍数を周期的に自動感知し，異常発生時には，自動送
信装置から救急医療センタなどの医療機関に救急発生を
通報することができるので，自ら対処出来ない緊急事態
が発生しても，迅速かつ正確に救急活動を行うことがで
き，個人の尊い命を守ることができる。例えば，看護婦
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や看病人の世話をする人がいない一人暮らしの老人や患
者を管理する専門の人手が足りない病院などの場所にお
いては，２４時間継続的に患者の健康状態をモニタリン
グでき，緊急事態が発生した場合には，直ちに自動通報
することができるので，尊い命を守ることができる。
【００１２】また，前記血圧計は，前記救急無線信号と
共に，使用者を識別するための固有信号を送信し，前記
受信装置は，前記送信された固有信号が予め設定された
固有信号と同一であると判断した場合にのみ前記電話番
号をダイアリングする，如く構成すれば，該当する患者
の正確な情報を得ることができ，患者の取り違えを起こ
すことなく誤りのない処置を施すことができる。
【００１３】また，前記血圧計は，前記受信装置を介し
て，所定周期で測定された血圧値及び脈拍数に関するデ
ータを，データベースを有する端末装置に送信し，前記
端末装置は，前記送信されたデータを，外部から検索可
能に前記データベースに格納する，如く構成すれば，特
に，在宅の患者や医療機関から遠距離に住んでいる人の
場合には，担当医や主治医に所定期間の健康情報を提供
できるので，使用者の便宜性及び高い医療福祉が提供さ
れる。
【００１４】また，前記端末装置は，地理情報システム
を利用して使用者の居住位置を把握することが可能であ
る，如く構成すれば，地理情報システム（ＧＩＳ）を構
築連動して動作すれば，使用者の居住地を正確に把握す
ることができるので，命の救急時に大きなメリットが期
待できる。
【００１５】上記課題を解決するため，本発明の第３の
観点においては，身体に装着して血圧値及び脈拍数を所
定周期で測定する測定手段と，前記測定手段が一定周期
で検出した血圧値及び脈拍数を格納するメモリと，前記
血圧値及び脈拍数の基準値を入力するための入力手段
と，前記測定された血圧値あるいは脈拍数を，前記各基
準値と比較する比較手段と，前記比較結果が異常である
と判断した場合に，自動的に救急無線信号を発生する救
急無線信号発生手段と，を有することを特徴とする血圧
計が提供される。
【００１６】上記記載の発明では，使用者の血圧値及び
脈拍数を周期的に自動感知し，異常発生時には，自動送
信装置から救急医療センタなどに救急発生を通報するこ
とができるので，自ら対処出来ない緊急事態が発生して
も，迅速かつ正確に救急活動を行うことができ，個人の
尊い命を守ることができる。例えば，看護婦や看病人の
世話をする人がいない一人暮らしの老人や患者を管理す
る専門の人手が足りない病院などの場所においては，２
４時間継続的に患者の健康状態をモニタリングでき，緊
急事態が発生した場合には，直ちに自動通報することが
できるので，尊い命を守ることができる。
【００１７】また，前記メモリに格納された血圧値及び
脈拍数の測定データは，外部の要求に応じて，あるいは
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所定周期で他の装置に対して送信可能である，如く構成
すれば，特に，在宅の患者や医療機関から遠距離に住ん
でいる人の場合には，担当医や主治医に所定期間の健康
情報を提供できるので，使用者の便宜性及び高い医療福
祉が提供される。
【００１８】また，前記血圧計は，前記救急無線信号と
共に，使用者を識別するための固有信号を送信する，如
く構成すれば，該当する患者の正確な情報を得ることが
でき，患者の取り違えを起こすことなく誤りのない処置
を施すことができる。
【００１９】上記課題を解決するため，本発明の第４の
観点においては，血圧計から送信された救急無線信号を
受信するためのアンテナと，緊急連絡先の電話番号を格
納するためのメモリと，前記救急無線信号を受信した場
合に，前記メモリに格納された電話番号に自動的にダイ
アリングするダイアリング手段と，を有することを特徴
とする受信装置が提供される。
【００２０】上記記載の発明では，使用者の血圧値及び
脈拍数を周期的に自動感知し，異常発生時には，自動送
信装置から救急医療センタなどに救急発生を通報するこ
とができるので，自ら対処出来ない緊急事態が発生して
も，迅速かつ正確に救急活動を行うことができ，個人の
尊い命を守ることができる。例えば，看護婦や看病人の
世話をする人がいない一人暮らしの老人や患者を管理す
る専門の人手が足りない病院などの場所においては，２
４時間継続的に患者の健康状態をモニタリングでき，緊
急事態が発生した場合には，直ちに自動通報することが
できるので，尊い命を守ることができる。
【００２１】また，前記受信装置は，前記血圧計から救
急無線信号と共に送信された固有信号を受信して，予め
設定された固有番号と一致するか否かを判断すると共
に，前記ダイアリング手段は，前記固有番号が一致する
場合にのみ前記電話番号にダイアルする，如く構成すれ
ば，該当する患者の正確な情報を得ることができ，患者
の取り違えを起こすことなく誤りのない処置を施すこと
ができる。
【００２２】また，前記受信装置は，さらに，予め録音
された音声を前記電話番号の接続先に通知する通知手段
を有する，如く構成すれば，連絡先に，使用者が緊急事
態にあることを音声により通知することができる。
【００２３】また，前記受信装置は，前記救急無線信号
を受信した場合に警告を発生する警告発生手段を有す
る，如く構成すれば，例えば，使用者の近くにいる人に
対して，使用者が緊急事態にあることを通知することが
できる。
【００２４】
【発明の実施の形態】以下に添付図面を参照しながら，
本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。な
お，本明細書及び図面において，実質的に同一の機能構
成を有する構成要素については，同一の符号を付するこ
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とにより重複説明を省略する。
【００２５】（第１の実施の形態）まず，図１に基づい
て，第１の実施形態にかかる本実施形態にかかる血圧計
を使用した自動救急通報システムの構成について説明す
る。図１は，本実施形態にかかる血圧計１を使用した自
動救急通報システムの構成を示すブロック図である。
【００２６】まず，図１に示すように，本実施形態にか
かる血圧計１を使用した自動救急通報システムは，使用
者の血圧値及び脈拍数を測定し，血圧値及び脈拍数に異
常が生じた場合に救急無線信号を発生する血圧計１と，
血圧計１が送信した救急無線信号を受信する受信装置２
と，受信装置２に格納された電話番号を使用して救急を
自動的に要請する１１９／医療センタ３，病院救急セン
タ４，保護者５等が接続されている。また，１１９／医
療センタ３，病院救急センタ４等には，使用者の通常の
血圧値や脈拍数などのデータが格納されている端末装置
（コンピュータ）６が設置されている。かかるコンピュ
ータ６は，使用者の一定期間中の健康情報を分析できる
ソフトウェアを有している。
【００２７】本実施形態にかかる血圧計１は，詳細は後
述するが，所定間隔で人体の脈拍を電気信号に変換し，
使用者の血圧値と脈拍数を感知して健康の有無を自動判
断し異常発生時に自動的に救急無線信号を発生する自動
救急無線信号発生手段と，使用者毎に主治医または専門
医が異なる正常血圧値及び脈拍数を入力できるよう別途
のキー入力部と，人体から感知された脈圧信号を電気信
号に変換し演算処理できるようマイクロプロセッサと，
演算処理された血圧値または脈拍数に異常が生じた場
合，救急無線信号を自動的に発生するＲＦ送信手段とを
有する。
【００２８】本実施形態にかかる血圧計１は上腕に簡易
に着用でき，圧力センサにより上腕動脈で測定される圧
力変化を電気信号に変換して，使用者の健康状態が２４
時間管理される。さらに，この血圧計１は，使用者自ら
血圧値と脈拍数を測定でき，自らの判断で主治医または
専門医の助けが必要と判断した場合には，訪問を要請で
きるよう強制呼び出しボタンを有する。また，救急無線
信号自動送信時に，使用者の確認をしてから正確な使用
者の把握と救急活動ができるように，使用者の固有番号
も同時に送信される。また，血圧計１は，キー入力部分
を介して主治医または専門医が，直接，標準の血圧値及
び脈拍数を入力することができる，健康状態の好転及び
悪化によるデータの変更が生じた際に，直接，基準値を
変更することができる。血圧計１は，一定周期毎に測定
された健康情報を，一定期間格納し，外部データ要求信
号があった場合に，格納された健康情報を送信できるよ
うに構成される。
【００２９】受信装置２は，受信された使用者の固有番
号（ＩＤ）が正しいか否かを判断し，一致した場合に
は，格納された電話番号を使用して救急要請を１１９／
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7
医療センタ３，病院救急センタ４，保護者５等に自動的
に行う機能を有する。また，受信装置２は，使用者の健
康情報を血圧計１から無線で受信してメモリに格納して
おり，所定周期であるいは外部からデータの要求があっ
た場合に，格納されたデータを１１９／医療センタ３，
病院救急センタ４等に設置される端末装置またはコンピ
ュータ６に転送する転送手段を有する。このように，受
信装置２から受信された一定期間のデータは，使用者の
健康状態を分析し正しい処方を施すための資料として使
用することができる。
【００３０】また，本実施形態にかかる受信装置２は，
緊急事態発生時の連絡先の電話番号と，電話が接続され
た際に転送されるメッセージ等が格納されている。した
がって，血圧計１から救急無線信号を受信した場合に
は，記憶されている電話番号を自動的にダイアリング
し，予め設定されているメッセージを送信することがで
きる。このような救急無線信号は，例えば電話回線を介
して，１１９／医療センタ３，病院救急センタ４に設置
される端末装置６に受け付けられる。受け付けられた情
報は，端末装置に構築されている地理情報を利用して，
迅速かつ正確な救急活動もおこなうことができる。
【００３１】次に，図２及び図３に基づいて，本実施形
態にかかる自動救急通報システムで使用される血圧計の
構成について説明する。なお，図２は，本実施形態にか
かる血圧計の外観構成を示す斜視図である。図３は，本
実施形態にかかる血圧計の回路構成図である。
【００３２】本実施形態にかかる血圧計１は，図２に示
すように，各素子が設置された一つの回路基盤（図示せ
ず）と，上記回路板を保護する本体１２０と，自動的に
カーフ内の空気の吸気及び排気をおこなうためチャージ
ポンプ（図示せず）と，空気通路又はチューブ（図示せ
ず）から構成されて上腕に容易に着用できるカフ１２２
と，空気の吸気排気の流れを駆動するモータ（図示せ
ず）と，モータを安全に制御するためのプロセッサ（図
示せず）と，人体の脈圧を感知し電気信号に変換する圧
力センサ（図示せず）と，圧力変化を電気信号に変換増
幅させる増幅手段と（図示せず），上記増幅された信号
を演算及び制御する手段と，キー入力部１０３と，測定
された血圧値と脈拍数を使用者が確認できるよう各種デ
ータを表示する表示部１０８とから構成される。
【００３３】また，血圧計の内部に構成されている電子
回路は，図３に示すように，血圧計１が動作するための
電力を供給する電源部１０１と，使用者の脈圧を測定す
る圧力センサを有するセンシング部１０２と，センシン
グ部１０２から変換された電気信号の演算処理を行い，
全ての入出力を制御するマイクロプロセッサ１０４と，
本体に設置され電源をオンオフするボタン（図示せず）
と，使用者自ら助けが必要な時に呼び出せるように強制
呼び出しボタン（図示せず）と，キー入力部１０３と，
センシング部１０２で感知された脈圧を利用して最高血
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圧値，最低血圧値，脈拍数などを演算して格納するメモ
リ１０５と，脈圧感知のため空気の吸気及び排気を助け
るモータ駆動部１０６と，使用者の健康状態に応じて基
準血圧値及び脈拍値を医者が直接入力できるようキー入
力部１０３とは別途のデータ入力部１０３－１と，測定
された血圧値及び脈拍数を受信装置に転送し，あるいは
血圧値及び脈拍数に異常が発生した場合に救急要請する
ための救急無線信号を送信するＲＦ送信部１０７と，血
圧計１のデータ入力部１０３－１を介して入力されたデ
ータを主治医または専門医が直接確認できるように，あ
るいは測定された血圧値と脈拍数を使用者が確認できる
よう各種データを表示する表示部１０８と，から構成さ
れる。また，血圧計１は，携帯用バッテリまたは電源を
直接供給するアダプタを使用することができる。
【００３４】次に，本実施形態にかかる血圧計１の主要
動作を簡単に説明する。まず，使用者の一定周期の間で
測定された血圧値と脈拍数を演算し，周期的に表示部
（ＬＣＤ）１０８に表示され，メモリ１０５に格納され
る。予め入力された基準血圧値と脈拍数を比較して異常
がない場合には，血圧値と脈拍数のデータを血圧計１の
ＲＦ送信部１０７を介して，無線で受信装置２に転送す
る。また，一定周期で格納されたデータは，外部からデ
ータの要求がある場合に，受信装置２にデータを転送す
るようにすることもできる。
【００３５】また，各使用者の健康状態にあわせて専門
医または主治医が正確な血圧値（高血圧値及び低血圧
値）と脈拍数を入力できるので，使用者の健康状態を正
確かつ細密に管理することができる。また，使用者自ら
健康に異常があると判断した場合，医者または保護者を
直接呼び出しすることもできる。また，格納された一定
期間のデータを医療従事者または主治医に提供すること
により，健康を維持することができる。
【００３６】次に，図４及び図５に基づいて，本実施形
態にかかる自動救急通報機能を有する受信装置の構成に
ついて説明する。なお，図４は，本実施形態にかかる自
動救急通報機能を有する受信装置の構成を示す斜視図で
ある。図５は，本実施形態にかかる受信装置の回路構成
図である。
【００３７】本実施形態にかかる受信装置２は，図４に
示すように，本体２２０と，血圧計からの無線信号を受
信するアンテナ２２２と，連絡先の電話番号を入力する
ためのキー入力部２０４と，音声を入力するためのマイ
ク２２４と，音声を出力するためのスピーカ２２６と，
各種データを表示するための表示部（例えばＬＣＤ）２
０７などから構成される。受信装置は，血圧計１からＲ
Ｆデータ（無線信号）をアンテナを２２０介して受信
し，当該受信信号を本体内部の回路で処理するように構
成されている。
【００３８】受信装置２は，一般家庭で使用される電話
機と接続して使用でき，机上に設置したり壁掛け可能に
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9
して，管理が容易なようにかつ小型化に設計されてい
る。なお，本実施形態にかかる受信装置２は，血圧計１
から救急無線信号を受信し，１１９／医療センタ３，病
院救急センタ４，あるいは保護者５に電話で救急要請で
きるように構成された自動救急通報機能を有する。
【００３９】また，本実施形態にかかる受信装置２は，
図５に示ように，電話回線と接続する電話ラインジャク
（図示せず）と，電話機と接続する電話機ジャック（図
示せず）と，例えば携帯用バッテリまたはアダプタか利
用して電力を供給する電源部２０１と，血圧計１から救
急無線信号を受信した場合に，連絡先の電話番号を入力
するためのキー入力部２０４と，電話の方式（例えば外
線と内線）を選択するための選択スイッチとエラーメッ
セージ及び音量を調節するためのボリューム調節スイッ
チを有する選択スイッチ入力部２０３と，血圧計１から
転送された信号を受信するためのＲＦ受信部２０２と，
電話番号，使用者を識別する固有番号，ダイアリング方
法等を記憶するためのメモリ２０６，受信されたデータ
が正しいか否かを確認してダイアリングを制御演算処理
するための演算及び制御部（マイクロプロセッサ）２０
５と，マイクロプロセッサ２０５の制御により実際に接
続した電話回線を介して電話を掛けるダイアリング部２
０８と，各種エラーメッセージ，入力された電話番号，
受信したデータを表示するための表示部２０７と，使用
者が認識する音を出すブザーや電源のオンオフ状態，救
急状況を視覚的に表示するＬＥＤ及びブザー出力部２０
９と，受信装置２に対して外部からデータの要求がある
場合に，病院救急センタ４，１１９／医療センタ３のコ
ンピュータに接続して情報を伝達するための直列通信部
２１０などから構成される。
【００４０】本実施形態にかかる受信装置２は，例え
ば，血圧計１から救急無線信号を受信した場合には，接
続された電話回線を介して，予め設定された電話番号を
ダイアリングして救急を要請する。このような救急要請
は，通話可能になるまで例えば最大１時間継続すること
ができる。また，ダイアリング方法を設定するモードに
より，方法が異なる場合もある。
【００４１】また，例えば病院などのように同じ病室に
２～３名の患者が入院している場合には，本実施形態に
かかる受信装置２のメモリ内に患者毎の固有番号を入力
しておくことにより，緊急状況が発生した場合であって
も，病室内の電話回線を介して，直ちに病院救急センタ
に通報して救急を要請することができる。また，複数の
患者が血圧計１を装着した場合に，同時に複数の救急無
線信号が送信された場合には，まず先に受信した信号か
ら処理し，順次に救急無線信号を処理するようように構
成することができる。また，受信装置２は，救急状況時
に伝送する使用者の声を録音する音声録音機能や，音声
を削除する機能，音声を確認する機能を有するように構
成することもできる。
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【００４２】上記構成の受信装置２は，以下のように動
作する。まず，血圧計１から救急無線信号が送信される
と，所定距離内に設置されている受信装置２の救急無線
信号受信部２０２が救急無線信号を受信する。
【００４３】救急無線信号受信部２０２は，受信した救
急無線信号を復調して，受信信号内に含まれているデー
タ及び返送周波数を分離する。上記分離されたデータ
は，マイクロプロセッサ２０５に入力される。
【００４４】マイクロプロセッサ２０５は，上記分離さ
れたデータから固有コードを認識し，メモリ２０６に格
納された固有コードを確認する。同一コードによる救急
無線信号であると判断した場合には，マイクロプロセッ
サ２０５は，メモリ２０６に格納されている電話番号を
読み込んで，ダイアリング部２０８を介して電話を掛け
る。このとき，音声録音及び確認部に格納されているメ
ッセージを相手側に伝送する。このような方法により，
受信装置２から伝送されたメッセージは，有線接続され
る１１９／医療センタ３，病院救急センタ４，あるいは
保護者５に通報することができる。また，マイクロプロ
セッサ２０５は，救急状況発生時にＬＥＤ及びブザー部
２０９を駆動して，警告音を発生することができる。
【００４５】上記のように，通報を受けた１１９／医療
センタなどでは，電話回線により通信して，救急無線信
号を送信した使用者の予め入力された情報を把握できる
と共に，救急無線信号の受信と連動する地理情報システ
ムを利用して，使用者の現在位置を把握することができ
る。また，病院に入院している患者の場合には，各電話
回線と接続されている病院救急センタの中央コンピュー
タを介して救急情報を通報し，伝送されたデータにより
患者の現在位置を把握して救急活動を行うことができ
る。この結果，異常が発生した使用者の救急活動を正確
かつ迅速に行うことができる。
【００４６】次に，本実施形態にかかる自動救急通報シ
ステムの全体的な動作を図６に基づいて説明する。な
お，図６は，本実施形態にかかる自動救急通報システム
の全体的な動作を説明するための説明図である。
【００４７】まず，使用者は血圧計１を手首（あるいは
上腕）に装着し，一定時間を周期に血圧値を測定する。
データ入力部１０３－１により設定された基準血圧値及
び脈拍数と比較して異常が発生した場合，あるいは使用
者の健康状態が急に悪化し異常兆候が現れた場合に，こ
れを感知して救急無線信号を受信装置２に送信する。救
急無線信号を受信した受信装置２は，予め設定された固
有番号と一致するか否かを確認した後，メモリ２０６に
格納された電話番号により自動ダイアリングする。
【００４８】受信装置２は，１１９／医療センタ３，病
院救急センタ４に対して，使用者の音声信号と共に救急
無線信号を送信する。１１９／医療センタ３，病院救急
センタ４は，受信した情報から予め構築されている使用
者のデータベースを利用して，使用者の位置及び個人情
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11
報を把握し，健康状態を確認してから，直ちに救急活動
を行う。また，使用者の保護者５に対しても救急無線信
号が送信されるので，より迅速な救急処置を取ることが
できる。さらに，病院救急センタ４，１１９／医療セン
タ３に設置されている端末装置６が，受信装置２に格納
された一定期間のデータを受信して使用者の健康状態を
分析し，適切な処方ができるように情報が提供される。
【００４９】上記のように，本実施形態にかかる自動救
急通報システムは，例えば，看護婦や看病人の世話をす
る人がいない一人暮らしの老人や患者を管理する専門の
人手が足りない病院などの場所においては，２４時間継
続的に患者の健康状態をモニタリングでき，緊急事態が
発生した場合には，直ちに自動通報することができるの
で，尊い命を守ることができる。
【００５０】次に，本実施形態にかかる自動救急通報シ
ステムの全体的な制御方法を，図７に基づいて説明す
る。なお，図７は，本実施形態にかかる自動救急通報シ
ステムの全体的な制御方法を示すフローチャートであ
る。
【００５１】まず，ステップＳ１０では，患者の上腕に
は血圧計１を装着した状態であり，所定距離内には，自
動的に救急無線信号を発生する受信装置２が電話回線が
接続された状態に置かれている。また，患者の上腕に着
用された血圧計１は，患者者の主治医または専門医によ
り患者の健康状態に応じた血圧値と脈拍数が，血圧計１
のデータ入力部１０３－１を介して予め設定された状態
にある（ステップＳ１０）。
【００５２】次いで，ステップＳ１１では，上記状態で
装着された血圧計１は，所定の時間で反復的に空気の吸
気排気を繰り返して，使用者の脈圧を監視し，電気信号
に変換する（ステップＳ１１）。
【００５３】その後，ステップＳ１２では，電気信号に
変換された患者の脈圧を増幅段を介して血圧計１のマイ
クロプロセッサ１０４に入力し，演算処理して正確な血
圧値及び脈拍数の数値に出力する（ステップＳ１２）。
【００５４】さらに，ステップＳ１３では，マイクロプ
ロセッサ１０４は，演算された血圧値及び脈拍数の数値
をメモリ１０５に格納する（ステップＳ１３）。その
後，ステップＳ１４で，演算された血圧値及び脈拍数の
数値を，データ入力部１０３－１を介して入力された血
圧値及び脈拍数の基準値と比較して，使用者の健康状態
の異常の有無を判断する（ステップＳ１４）。
【００５５】使用者の健康に異常が発生したと判断され
る場合には，血圧計１のＲＦ送信部１０７を介して受信
装置２に転送する（ステップＳ１５）。
【００５６】一方，健康状態に異常がないと判断される
場合に，血圧計１のキー入力部１０３をスキャンして，
他のキー入力の有無を確認する（ステップＳ１８）。
【００５７】キー入力がないと判断される場合には，再
びステップＳ１１に移行し，脈圧を検出する。
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【００５８】一方，キー入力があると判断される場合に
は，受信装置２にメモリ１０５に一定期間格納された使
用者の血圧値と脈拍数を転送せよと認識され，血圧計１
のＲＦ送信部１０７を介して受信装置２に送信する（ス
テップＳ１９）。その後，再び，ステップＳ１１に移行
し，脈圧を検出する。
【００５９】ステップＳ１６では，受信装置２は，血圧
計１から送信したＲＦ信号をＲＦ受信部２０２を介して
受信し，マイクロプロセッサ２０５に入力される。マイ
クロプロセッサ２０５では，予め入力された固有番号を
メモリ２０６から読み込んで受信した固有番号と同一で
あるか否かを比較する（ステップＳ１６）。
【００６０】受信した固有番号が予め設定された固有番
号と同一であると判断される場合には，ステップＳ１７
に移行し，受信装置２は，メモリ２０６に格納された電
話番号にダイアリングを行う（ステップＳ１７）。ダイ
アリング時には，設定モードに応じてダイアルして，通
話可能となるまで最大１時間の間ダイアリングを続け
る。このとき，記憶された電話番号は，１１９／医療セ
ンタ３，病院救急センタ４，保護者５などとすることが
できる。
【００６１】一方，受信した固有番号が予め設定された
固有番号と同一でないと判断される場合には，ステップ
Ｓ２０に移行し，受信装置２は，救急無線信号の受信待
機状態を維持する（ステップＳ２０）。
【００６２】上記工程を反復継続的に行うことにより，
血圧計１を装着している使用者または患者の健康状態を
２４時間連続的にモニタリングすることができる。
【００６３】以上，添付図面を参照しながら本発明の好
適な実施形態について説明したが，本発明はかかる例に
限定されない。当業者であれば，特許請求の範囲に記載
された技術的思想の範疇内において各種の変更例または
修正例に想到し得ることは明らかであり，それらについ
ても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解され
る。
【００６４】上記実施形態においては，自動救急通知シ
ステムの構成について説明したが，本発明はかかる例に
は限定されない。例えば，身体に装着した血圧計が所定
周期で血圧値及び脈拍数を測定して，電話回線に接続さ
れた受信装置に送信し，受信装置が予め設定された電話
番号にダイアリングして血圧値及び脈拍数に関するデー
タを医療関連部門のデータベースを有する端末装置に送
信し，端末装置が送信信されたデータを外部から検索可
能に前記データベースに格納すれば，例えば医療機関か
ら遠隔の地に居住している場合であっても，２４時間継
続的に使用者の健康状態をモニタリングすることができ
る。この結果，使用者は健康を維持することができる。
【００６５】
【発明の効果】使用者の血圧値及び脈拍数を周期的に自
動感知し，異常発生時には，自動送信装置から救急医療
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センタなどに救急発生を通報することができるので，自
ら対処出来ない緊急事態が発生しても，迅速かつ正確に
救急活動を行うことができ，個人の尊い命を守ることが
できる。また，地理情報システム（ＧＩＳ）を構築連動
して動作すれば，使用者の居住地を正確に把握すること
ができるので，命の救急時に大きなメリットが期待でき
る。特に，在宅の患者や医療機関から遠距離に住んでい
る人の場合には，担当医や主治医に所定期間の健康情報
を提供できるので，使用者の便宜性及び高い医療福祉が
提供される。また，医者が不足している病院などの専門
医療機関で使用する場合には，２４時間モニタリングし
ている患者に救急事態が発生しても，コンピュータが設
置された病院救急センタに自動通報されるので，危機状
況に備えられる。また，人手不足に対処する医療情報を
提供する医療補助機器の機能を十分に代行することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は，本実施形態にかかる自動救急通知シス
テムの全体構成を示すブロック図である。 *
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*【図２】図２は，本実施形態にかかる血圧計の外観構成
を示す斜視図である。
【図３】図３は，本実施形態にかかる血圧計の回路構成
を示すブロック図である。
【図４】図４は，本実施形態にかかる受信装置の外観構
成を示す斜視図である。
【図５】図５は，本実施形態にかかる受信装置の回路構
成を示すブロック図である。
【図６】図６は，本実施形態にかかる自動救急通報シス
テムの全体的な動作を説明するための説明図である。
【図７】図７は，本実施形態にかかる自動救急通報シス
テムの全体的な制御方法を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１  血圧計
２  受信装置（Ｒｅｃｅｉｖｅｒ）
３  １１９／医療センタ
４  病院救急センタ
５  保護者
６  端末装置（ＰＣ）

【図１】

【図２】 【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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